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本
号
で
公
布
さ
れ
た
条
例
の
あ
ら
ま
し 

  
埼
玉
県
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
埼
玉
県
条
例
第
二
十
二
号
）
（
税
務
課
） 

一 

趣
旨 

 
 

地
方
税
法
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
環
境
へ
の
負
荷
の
少
な
い
自
動
車
を
対
象
と
し
た
自
動
車

取
得
税
及
び
自
動
車
税
の
特
例
措
置
の
見
直
し
等
を
行
う
。 

二 

内
容 

 

㈠ 

法
人
事
業
税 

 
 

 

確
定
申
告
納
付
に
係
る
期
限
に
つ
い
て
、
法
人
が
会
計
監
査
人
を
置
い
て
い
る
場
合
で
、

か
つ
、
定
款
等
の
定
め
に
よ
り
各
事
業
年
度
終
了
の
日
か
ら
三
月
以
内
に
決
算
に
つ
い
て
の

定
時
総
会
が
招
集
さ
れ
な
い
常
況
に
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
は
、
当
該
定
め
の
内
容
を

勘
案
し
て
三
月
を
超
え
六
月
を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
知
事
が
指
定
す
る
月
数
の
期
間

内
に
申
告
納
付
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
。 

 

㈡ 

不
動
産
取
得
税 

 
 

 

サ
ー
ビ
ス
付
き
高
齢
者
向
け
住
宅
で
あ
る
一
定
の
新
築
貸
家
住
宅
の
用
に
供
す
る
土
地
の

取
得
に
係
る
税
額
の
減
額
措
置
の
適
用
期
限
を
平
成
三
十
一
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
延
長
す

る
。 

 

㈢ 

自
動
車
取
得
税 

 
 

ア 

排
出
ガ
ス
性
能
及
び
燃
費
性
能
の
優
れ
た
環
境
負
荷
の
小
さ
い
自
動
車
で
初
め
て
新
規

登
録
等
を
受
け
る
も
の
の
取
得
に
係
る
非
課
税
措
置
等
に
つ
い
て
、
対
象
を
絞
り
込
む
と

と
も
に
、
そ
の
適
用
期
限
を
平
成
三
十
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
延
長
す
る
。 

 
 

イ 

一
般
乗
合
旅
客
自
動
車
運
送
事
業
を
経
営
す
る
者
が
路
線
定
期
運
行
の
用
に
供
す
る
自

動
車
の
う
ち
一
定
の
ノ
ン
ス
テ
ッ
プ
バ
ス
若
し
く
は
一
定
の
リ
フ
ト
付
き
バ
ス
又
は
一
般

乗
用
旅
客
自
動
車
運
送
事
業
を
経
営
す
る
者
が
そ
の
事
業
の
用
に
供
す
る
乗
用
車
の
う
ち

一
定
の
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
タ
ク
シ
ー
で
初
め
て
新
規
登
録
等
を
受
け
る
も
の
の
取

得
に
係
る
課
税
標
準
の
特
例
措
置
の
適
用
期
限
を
平
成
三
十
一
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
延

長
す
る
。 

 
 

ウ 

車
両
総
重
量
等
が
一
定
の
要
件
に
該
当
す
る
乗
用
車
、
バ
ス
又
は
ト
ラ
ッ
ク
の
う
ち
、

車
両
安
定
性
制
御
装
置
及
び
衝
突
被
害
軽
減
制
動
制
御
装
置
を
備
え
る
も
の
で
初
め
て
新

規
登
録
等
を
受
け
る
も
の
の
取
得
に
係
る
課
税
標
準
の
特
例
措
置
の
適
用
期
限
を
平
成
三

十
一
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
延
長
す
る
。 

 
 

エ 

車
両
総
重
量
が
十
二
ト
ン
を
超
え
る
一
定
の
乗
用
車
又
は
バ
ス
の
う
ち
、
車
線
逸
脱
警

報
装
置
を
備
え
る
も
の
で
初
め
て
新
規
登
録
等
を
受
け
る
も
の
の
取
得
に
つ
い
て
、
当
該

取
得
が
平
成
三
十
一
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
に
行
わ
れ
た
と
き
に
限
り
、
取
得
価
額
か
ら



百
七
十
五
万
円
を
控
除
す
る
特
例
措
置
を
講
ず
る
。 

 

㈣ 

自
動
車
税 

 
 

 

排
出
ガ
ス
性
能
及
び
燃
費
性
能
の
優
れ
た
環
境
負
荷
の
小
さ
い
自
動
車
の
税
率
を
軽
減
す

る
特
例
措
置
に
つ
い
て
、
対
象
の
重
点
化
を
行
っ
た
上
で
適
用
期
限
を
二
年
延
長
す
る
。
ま

た
、
新
車
新
規
登
録
か
ら
一
定
年
数
を
経
過
し
た
環
境
負
荷
の
大
き
い
自
動
車
の
税
率
を
重

く
す
る
特
例
措
置
に
つ
い
て
、
適
用
期
限
を
二
年
延
長
す
る
。 

 

㈤ 

そ
の
他 

 
 

 

地
方
税
法
の
改
正
に
伴
う
規
定
の
整
備
を
行
う
。 

三 

施
行
期
日 

 
 

平
成
二
十
九
年
四
月
一
日 



条

例 

埼
玉
県
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。 

平
成
二
十
九
年
三
月
三
十
一
日 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 

埼
玉
県
条
例
第
二
十
二
号 

 
 

 

埼
玉
県
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例 

埼
玉
県
税
条
例
（
昭
和
二
十
五
年
埼
玉
県
条
例
第
三
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す

る
。 第

三
十
一
条
の
六
第
一
項
第
一
号
中
「
に
お
い
て
は
」
を
「
に
は
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
中

「
特
別
の
事
情
に
よ
り
各
事
業
年
度
終
了
の
日
か
ら
三
月
以
内
に
当
該
各
事
業
年
度
の
決
算
に
つ

い
て
の
定
時
総
会
が
招
集
さ
れ
な
い
こ
と
そ
の
他
や
む
を
得
な
い
事
情
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
場

合
に
は
、
知
事
が
指
定
す
る
月
数
の
」
を
「
次
の
イ
又
は
ロ
に
掲
げ
る
場
合
に
該
当
す
る
と
き
は
、

当
該
イ
又
は
ロ
に
定
め
る
」
に
改
め
、
同
号
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。 

イ 

当
該
法
人
が
会
計
監
査
人
を
置
い
て
い
る
場
合
で
、
か
つ
、
当
該
定
款
、
寄
附
行
為
、

規
則
、
規
約
そ
の
他
こ
れ
ら
に
準
ず
る
も
の
（
次
号
イ
に
お
い
て
「
定
款
等
」
と
い
う
。
）

の
定
め
に
よ
り
当
該
事
業
年
度
以
後
の
各
事
業
年
度
終
了
の
日
か
ら
三
月
以
内
に
当
該
各

事
業
年
度
の
決
算
に
つ
い
て
の
定
時
総
会
が
招
集
さ
れ
な
い
常
況
に
あ
る
と
認
め
ら
れ
る

場
合
（
ロ
に
掲
げ
る
場
合
を
除
く
。
） 

当
該
定
め
の
内
容
を
勘
案
し
て
三
月
を
超
え
六

月
を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
知
事
が
指
定
す
る
月
数
の
期
間
内 

ロ 

当
該
特
別
の
事
情
が
あ
る
こ
と
に
よ
り
当
該
事
業
年
度
以
後
の
各
事
業
年
度
終
了
の
日

か
ら
三
月
以
内
に
当
該
各
事
業
年
度
の
決
算
に
つ
い
て
の
定
時
総
会
が
招
集
さ
れ
な
い
常

況
に
あ
る
こ
と
そ
の
他
や
む
を
得
な
い
事
情
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合 

知
事
が
指
定

す
る
三
月
を
超
え
る
月
数
の
期
間
内 

第
三
十
一
条
の
六
第
一
項
第
三
号
中
「
特
別
の
事
情
に
よ
り
各
事
業
年
度
終
了
の
日
か
ら
四
月

以
内
に
当
該
連
結
親
法
人
の
当
該
各
連
結
事
業
年
度
の
連
結
所
得
の
金
額
の
計
算
を
了
す
る
こ
と

が
で
き
な
い
こ
と
そ
の
他
や
む
を
得
な
い
事
情
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
は
、
知
事
が
指
定

す
る
月
数
の
」
を
「
次
の
イ
又
は
ロ
に
掲
げ
る
場
合
に
該
当
す
る
と
き
は
、
当
該
イ
又
は
ロ
に
定

め
る
」
に
改
め
、
同
号
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。 

イ 

当
該
連
結
親
法
人
が
会
計
監
査
人
を
置
い
て
い
る
場
合
で
、
か
つ
、
当
該
定
款
等
の
定

め
に
よ
り
当
該
事
業
年
度
以
後
の
各
事
業
年
度
終
了
の
日
か
ら
四
月
以
内
に
当
該
各
連
結

事
業
年
度
の
決
算
に
つ
い
て
の
定
時
総
会
が
招
集
さ
れ
な
い
常
況
に
あ
る
と
認
め
ら
れ
る

場
合
（
ロ
に
掲
げ
る
場
合
を
除
く
。
） 

当
該
定
め
の
内
容
を
勘
案
し
て
四
月
を
超
え
六

月
を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
知
事
が
指
定
す
る
月
数
の
期
間
内 

ロ 

当
該
特
別
の
事
情
が
あ
る
こ
と
に
よ
り
当
該
事
業
年
度
以
後
の
各
事
業
年
度
終
了
の
日



か
ら
四
月
以
内
に
当
該
連
結
親
法
人
の
当
該
各
連
結
事
業
年
度
の
決
算
に
つ
い
て
の
定
時

総
会
が
招
集
さ
れ
な
い
常
況
に
あ
る
こ
と
、
当
該
連
結
法
人
に
特
別
の
事
情
が
あ
る
こ
と

に
よ
り
当
該
事
業
年
度
以
後
の
各
事
業
年
度
終
了
の
日
か
ら
四
月
以
内
に
当
該
連
結
親
法

人
の
当
該
各
連
結
事
業
年
度
の
連
結
所
得
の
金
額
の
計
算
を
了
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
常

況
に
あ
る
こ
と
そ
の
他
や
む
を
得
な
い
事
情
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合 

知
事
が
指
定

す
る
四
月
を
超
え
る
月
数
の
期
間
内 

第
六
十
八
条
中
「
第
七
十
二
条
第
二
項
及
び
第
七
十
四
条
」
を
「
こ
の
節
」
に
、
「
又
は
法
第

三
百
四
十
九
条
の
三
」
を
「
、
法
第
三
百
四
十
九
条
の
三
又
は
法
第
三
百
四
十
九
条
の
三
の
四
」

に
、
「
に
よ
つ
て
」
を
「
に
よ
り
」
に
、
「
こ
え
る
」
を
「
超
え
る
」
に
改
め
る
。 

附
則
第
十
三
条
中
「
平
成
二
十
九
年
三
月
三
十
一
日
」
を
「
平
成
三
十
一
年
三
月
三
十
一
日
」

に
、
「
第
三
十
九
条
の
二
の
三
第
一
項
」
を
「
第
三
十
九
条
の
二
の
四
第
一
項
」
に
、
「
第
三
十

九
条
の
二
の
三
第
二
項
」
を
「
第
三
十
九
条
の
二
の
四
第
二
項
」
に
改
め
る
。 

附
則
第
十
五
条
中
「
第
三
百
八
十
八
条
第
一
項
の
」
を
削
り
、
「
の
修
正
基
準
」
を
「
に
規
定

す
る
修
正
基
準
」
に
改
め
る
。 

附
則
第
十
七
条
の
二
（
見
出
し
を
含
む
。
）
中
「
附
則
第
十
二
条
の
二
の
二
第
一
項
」
を
「
附

則
第
十
二
条
の
二
第
一
項
」
に
改
め
る
。 

附
則
第
十
八
条
中
「
平
成
二
十
九
年
三
月
三
十
一
日
」
を
「
平
成
三
十
年
三
月
三
十
一
日
」
に

改
め
、
同
条
第
一
号
中
「
附
則
第
十
八
条
の
四
第
一
項
」
を
「
附
則
第
十
八
条
の
四
第
一
項
第
一

号
」
に
改
め
、
同
条
第
二
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

二 

次
に
掲
げ
る
天
然
ガ
ス
自
動
車
（
専
ら
可
燃
性
天
然
ガ
ス
を
内
燃
機
関
の
燃
料
と
し
て
用

い
る
自
動
車
で
施
行
規
則
で
定
め
る
も
の
を
い
う
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
同
じ
。
） 

イ 

車
両
総
重
量
（
道
路
運
送
車
両
法
第
四
十
条
第
三
号
に
規
定
す
る
車
両
総
重
量
を
い
う
。

以
下
こ
の
条
、
次
条
及
び
附
則
第
十
八
条
の
四
に
お
い
て
同
じ
。
）
が
三
・
五
ト
ン
以
下

の
天
然
ガ
ス
自
動
車
の
う
ち
、
同
法
第
四
十
一
条
の
規
定
に
よ
り
平
成
三
十
年
十
月
一
日

以
降
に
適
用
さ
れ
る
べ
き
も
の
と
し
て
定
め
ら
れ
た
自
動
車
排
出
ガ
ス
に
係
る
保
安
上
又

は
公
害
防
止
そ
の
他
の
環
境
保
全
上
の
技
術
基
準
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
排
出
ガ
ス

保
安
基
準
」
と
い
う
。
）
で
施
行
規
則
で
定
め
る
も
の
に
適
合
す
る
も
の 

ロ 

道
路
運
送
車
両
法
第
四
十
一
条
の
規
定
に
よ
り
平
成
二
十
一
年
十
月
一
日
（
車
両
総
重

量
が
三
・
五
ト
ン
を
超
え
十
二
ト
ン
以
下
の
天
然
ガ
ス
自
動
車
に
あ
つ
て
は
、
平
成
二
十

二
年
十
月
一
日
）
以
降
に
適
用
さ
れ
る
べ
き
も
の
と
し
て
定
め
ら
れ
た
排
出
ガ
ス
保
安
基

準
で
施
行
規
則
で
定
め
る
も
の
（
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
「
平
成
二
十
一
年
天
然
ガ
ス
車

基
準
」
と
い
う
。
）
に
適
合
し
、
か
つ
、
窒
素
酸
化
物
の
排
出
量
が
平
成
二
十
一
年
天
然

ガ
ス
車
基
準
に
定
め
る
窒
素
酸
化
物
の
値
の
十
分
の
九
を
超
え
な
い
天
然
ガ
ス
自
動
車
で

施
行
規
則
で
定
め
る
も
の 



附
則
第
十
八
条
第
三
号
中
「
同
条
第
一
項
」
を
「
同
条
第
一
項
第
三
号
」
に
改
め
、
同
条
第
四

号
イ
⑴
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

⑴ 

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
こ
と
。 

（ｉ） 

道
路
運
送
車
両
法
第
四
十
一
条
の
規
定
に
よ
り
平
成
三
十
年
十
月
一
日
以
降
に
適

用
さ
れ
る
べ
き
も
の
と
し
て
定
め
ら
れ
た
排
出
ガ
ス
保
安
基
準
で
施
行
規
則
で
定
め

る
も
の
（
以
下
こ
の
号
及
び
次
条
に
お
い
て
「
平
成
三
十
年
ガ
ソ
リ
ン
軽
中
量
車
基

準
」
と
い
う
。
）
に
適
合
し
、
か
つ
、
窒
素
酸
化
物
の
排
出
量
が
平
成
三
十
年
ガ
ソ

リ
ン
軽
中
量
車
基
準
に
定
め
る
窒
素
酸
化
物
の
値
の
二
分
の
一
を
超
え
な
い
こ
と
。 

（ⅱ） 

道
路
運
送
車
両
法
第
四
十
一
条
の
規
定
に
よ
り
平
成
十
七
年
十
月
一
日
以
降
に
適

用
さ
れ
る
べ
き
も
の
と
し
て
定
め
ら
れ
た
排
出
ガ
ス
保
安
基
準
で
施
行
規
則
で
定
め

る
も
の
（
以
下
こ
の
号
、
次
条
及
び
附
則
第
十
八
条
の
四
に
お
い
て
「
平
成
十
七
年

ガ
ソ
リ
ン
軽
中
量
車
基
準
」
と
い
う
。
）
に
適
合
し
、
か
つ
、
窒
素
酸
化
物
の
排
出

量
が
平
成
十
七
年
ガ
ソ
リ
ン
軽
中
量
車
基
準
に
定
め
る
窒
素
酸
化
物
の
値
の
四
分
の

一
を
超
え
な
い
こ
と
。 

附
則
第
十
八
条
第
四
号
イ
⑵
を
削
り
、
同
号
イ
⑶
中
「
も
の
（
」
の
下
に
「
次
号
、
」
を
加
え
、

「
百
分
の
百
二
十
」
を
「
百
分
の
百
三
十
」
に
改
め
、
同
号
イ
⑶
を
同
号
イ
⑵
と
し
、
同
号
ロ
⑴

を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

⑴ 

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
こ
と
。 

（ⅰ） 

平
成
三
十
年
ガ
ソ
リ
ン
軽
中
量
車
基
準
に
適
合
し
、
か
つ
、
窒
素
酸
化
物
の
排
出

量
が
平
成
三
十
年
ガ
ソ
リ
ン
軽
中
量
車
基
準
に
定
め
る
窒
素
酸
化
物
の
値
の
二
分
の

一
を
超
え
な
い
こ
と
。 

（ⅱ） 

平
成
十
七
年
ガ
ソ
リ
ン
軽
中
量
車
基
準
に
適
合
し
、
か
つ
、
窒
素
酸
化
物
の
排
出

量
が
平
成
十
七
年
ガ
ソ
リ
ン
軽
中
量
車
基
準
に
定
め
る
窒
素
酸
化
物
の
値
の
四
分
の

一
を
超
え
な
い
こ
と
。 

附
則
第
十
八
条
第
四
号
ロ
⑵
を
削
り
、
同
号
ロ
⑶
を
同
号
ロ
⑵
と
し
、
同
号
ハ
⑴
を
次
の
よ
う

に
改
め
る
。 

⑴ 

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
こ
と
。 

（ⅰ） 

平
成
三
十
年
ガ
ソ
リ
ン
軽
中
量
車
基
準
に
適
合
し
、
か
つ
、
窒
素
酸
化
物
の
排
出

量
が
平
成
三
十
年
ガ
ソ
リ
ン
軽
中
量
車
基
準
に
定
め
る
窒
素
酸
化
物
の
値
の
二
分
の

一
を
超
え
な
い
こ
と
。 

（ⅱ） 

平
成
十
七
年
ガ
ソ
リ
ン
軽
中
量
車
基
準
に
適
合
し
、
か
つ
、
窒
素
酸
化
物
の
排
出

量
が
平
成
十
七
年
ガ
ソ
リ
ン
軽
中
量
車
基
準
に
定
め
る
窒
素
酸
化
物
の
値
の
四
分
の

一
を
超
え
な
い
こ
と
。 

附
則
第
十
八
条
第
四
号
ハ
⑵
を
削
り
、
同
号
ハ
⑶
を
同
号
ハ
⑵
と
し
、
同
条
第
五
号
イ
中
「
に



よ
り
」
の
下
に
「
平
成
三
十
年
十
月
一
日
以
降
に
適
用
さ
れ
る
べ
き
も
の
と
し
て
定
め
ら
れ
た
排

出
ガ
ス
保
安
基
準
で
施
行
規
則
で
定
め
る
も
の
（
以
下
こ
の
号
及
び
次
条
に
お
い
て
「
平
成
三
十

年
軽
油
軽
中
量
車
基
準
」
と
い
う
。
）
又
は
同
法
第
四
十
一
条
の
規
定
に
よ
り
」
を
加
え
、
同
号

ロ
⑴
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

⑴ 
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
こ
と
。 

（ⅰ） 

平
成
三
十
年
軽
油
軽
中
量
車
基
準
に
適
合
す
る
こ
と
。 

（ⅱ） 

平
成
二
十
一
年
軽
油
軽
中
量
車
基
準
に
適
合
し
、
か
つ
、
窒
素
酸
化
物
及
び
粒
子

状
物
質
の
排
出
量
が
平
成
二
十
一
年
軽
油
軽
中
量
車
基
準
に
定
め
る
窒
素
酸
化
物
及

び
粒
子
状
物
質
の
値
の
十
分
の
九
を
超
え
な
い
こ
と
。 

附
則
第
十
八
条
第
五
号
ロ
⑵
を
削
り
、
同
号
ロ
⑶
を
同
号
ロ
⑵
と
し
、
同
号
ハ
中
「
七
・
五
ト

ン
」
を
「
三
・
五
ト
ン
」
に
改
め
、
同
号
ハ
⑴
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

⑴ 

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
こ
と
。 

（ⅰ） 

道
路
運
送
車
両
法
第
四
十
一
条
の
規
定
に
よ
り
平
成
二
十
八
年
十
月
一
日
以
降
に

適
用
さ
れ
る
べ
き
も
の
と
し
て
定
め
ら
れ
た
排
出
ガ
ス
保
安
基
準
で
施
行
規
則
で
定

め
る
も
の
（
次
条
に
お
い
て
「
平
成
二
十
八
年
軽
油
重
量
車
基
準
」
と
い
う
。
）
に

適
合
す
る
こ
と
。 

（ⅱ） 

道
路
運
送
車
両
法
第
四
十
一
条
の
規
定
に
よ
り
平
成
二
十
一
年
十
月
一
日
（
車
両

総
重
量
が
十
二
ト
ン
以
下
の
も
の
に
あ
つ
て
は
、
平
成
二
十
二
年
十
月
一
日
）
以
降

に
適
用
さ
れ
る
べ
き
も
の
と
し
て
定
め
ら
れ
た
排
出
ガ
ス
保
安
基
準
で
施
行
規
則
で

定
め
る
も
の
（
以
下
こ
の
号
及
び
次
条
に
お
い
て
「
平
成
二
十
一
年
軽
油
重
量
車
基

準
」
と
い
う
。
）
に
適
合
し
、
か
つ
、
窒
素
酸
化
物
及
び
粒
子
状
物
質
の
排
出
量
が

平
成
二
十
一
年
軽
油
重
量
車
基
準
に
定
め
る
窒
素
酸
化
物
及
び
粒
子
状
物
質
の
値
の

十
分
の
九
を
超
え
な
い
こ
と
。 

附
則
第
十
八
条
第
五
号
ニ
を
削
り
、
同
号
を
同
条
第
六
号
と
し
、
同
条
第
四
号
の
次
に
次
の
一

号
を
加
え
る
。 

五 

石
油
ガ
ス
自
動
車
（
液
化
石
油
ガ
ス
を
内
燃
機
関
の
燃
料
と
し
て
用
い
る
自
動
車
を
い
い
、

第
三
号
に
掲
げ
る
自
動
車
に
該
当
す
る
も
の
を
除
く
。
次
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
う
ち
、

次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
乗
用
車
で
施
行
規
則
で
定
め
る
も
の 

イ 

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
こ
と
。 

⑴ 

道
路
運
送
車
両
法
第
四
十
一
条
の
規
定
に
よ
り
平
成
三
十
年
十
月
一
日
以
降
に
適
用

さ
れ
る
べ
き
も
の
と
し
て
定
め
ら
れ
た
排
出
ガ
ス
保
安
基
準
で
施
行
規
則
で
定
め
る
も

の
（
以
下
こ
の
号
及
び
次
条
に
お
い
て
「
平
成
三
十
年
石
油
ガ
ス
軽
中
量
車
基
準
」
と

い
う
。
）
に
適
合
し
、
か
つ
、
窒
素
酸
化
物
の
排
出
量
が
平
成
三
十
年
石
油
ガ
ス
軽
中

量
車
基
準
に
定
め
る
窒
素
酸
化
物
の
値
の
二
分
の
一
を
超
え
な
い
こ
と
。 



⑵ 

道
路
運
送
車
両
法
第
四
十
一
条
の
規
定
に
よ
り
平
成
十
七
年
十
月
一
日
以
降
に
適
用

さ
れ
る
べ
き
も
の
と
し
て
定
め
ら
れ
た
排
出
ガ
ス
保
安
基
準
で
施
行
規
則
で
定
め
る
も

の
（
以
下
こ
の
号
及
び
次
条
に
お
い
て
「
平
成
十
七
年
石
油
ガ
ス
軽
中
量
車
基
準
」
と

い
う
。
）
に
適
合
し
、
か
つ
、
窒
素
酸
化
物
の
排
出
量
が
平
成
十
七
年
石
油
ガ
ス
軽
中

量
車
基
準
に
定
め
る
窒
素
酸
化
物
の
値
の
四
分
の
一
を
超
え
な
い
こ
と
。 

ロ 

エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
効
率
が
平
成
三
十
二
年
度
基
準
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
効
率
に
百
分
の
百

三
十
を
乗
じ
て
得
た
数
値
以
上
で
あ
る
こ
と
。 

附
則
第
十
八
条
の
二
第
五
項
中
「
ガ
ソ
リ
ン
自
動
車
（
乗
用
車
又
は
車
両
総
重
量
が
二
・
五
ト

ン
以
下
の
バ
ス
若
し
く
は
ト
ラ
ッ
ク
で
あ
つ
て
、
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
も
の
で
施
行
規
則

で
定
め
る
も
の
に
限
る
。
）
」
を
「
次
に
掲
げ
る
自
動
車
」
に
、
「
前
三
項
」
を
「
第
二
項
か
ら

前
項
ま
で
」
に
、
「
第
十
一
項
」
を
「
第
十
二
項
」
に
、
「
平
成
二
十
九
年
三
月
三
十
一
日
」
を

「
平
成
三
十
年
三
月
三
十
一
日
」
に
改
め
、
同
項
各
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

一 

次
に
掲
げ
る
ガ
ソ
リ
ン
自
動
車 

イ 

乗
用
車
の
う
ち
、
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
も
の
で
施
行
規
則
で
定
め
る
も
の 

⑴ 

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
こ
と
。 

（ⅰ） 

平
成
三
十
年
ガ
ソ
リ
ン
軽
中
量
車
基
準
に
適
合
し
、
か
つ
、
窒
素
酸
化
物
の
排
出

量
が
平
成
三
十
年
ガ
ソ
リ
ン
軽
中
量
車
基
準
に
定
め
る
窒
素
酸
化
物
の
値
の
二
分
の

一
を
超
え
な
い
こ
と
。 

（ⅱ） 

平
成
十
七
年
ガ
ソ
リ
ン
軽
中
量
車
基
準
に
適
合
し
、
か
つ
、
窒
素
酸
化
物
の
排
出

量
が
平
成
十
七
年
ガ
ソ
リ
ン
軽
中
量
車
基
準
に
定
め
る
窒
素
酸
化
物
の
値
の
四
分
の

一
を
超
え
な
い
こ
と
。 

⑵ 

エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
効
率
が
平
成
二
十
七
年
度
基
準
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
効
率
に
百
分
の

百
十
を
乗
じ
て
得
た
数
値
以
上
で
あ
る
こ
と
。 

ロ 

車
両
総
重
量
が
二
・
五
ト
ン
以
下
の
バ
ス
又
は
ト
ラ
ッ
ク
の
う
ち
、
次
の
い
ず
れ
に
も

該
当
す
る
も
の
で
施
行
規
則
で
定
め
る
も
の 

⑴ 

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
こ
と
。 

（ⅰ） 

平
成
三
十
年
ガ
ソ
リ
ン
軽
中
量
車
基
準
に
適
合
し
、
か
つ
、
窒
素
酸
化
物
の
排
出

量
が
平
成
三
十
年
ガ
ソ
リ
ン
軽
中
量
車
基
準
に
定
め
る
窒
素
酸
化
物
の
値
の
二
分
の

一
を
超
え
な
い
こ
と
。 

（ⅱ） 

平
成
十
七
年
ガ
ソ
リ
ン
軽
中
量
車
基
準
に
適
合
し
、
か
つ
、
窒
素
酸
化
物
の
排
出

量
が
平
成
十
七
年
ガ
ソ
リ
ン
軽
中
量
車
基
準
に
定
め
る
窒
素
酸
化
物
の
値
の
四
分
の

一
を
超
え
な
い
こ
と
。 

⑵ 

エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
効
率
が
平
成
二
十
七
年
度
基
準
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
効
率
に
百
分
の

百
五
を
乗
じ
て
得
た
数
値
以
上
で
あ
る
こ
と
。 



二 

石
油
ガ
ス
自
動
車
の
う
ち
、
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
乗
用
車
で
施
行
規
則
で
定
め
る

も
の 

イ 

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
こ
と
。 

⑴ 

平
成
三
十
年
石
油
ガ
ス
軽
中
量
車
基
準
に
適
合
し
、
か
つ
、
窒
素
酸
化
物
の
排
出
量

が
平
成
三
十
年
石
油
ガ
ス
軽
中
量
車
基
準
に
定
め
る
窒
素
酸
化
物
の
値
の
二
分
の
一
を

超
え
な
い
こ
と
。 

⑵ 

平
成
十
七
年
石
油
ガ
ス
軽
中
量
車
基
準
に
適
合
し
、
か
つ
、
窒
素
酸
化
物
の
排
出
量

が
平
成
十
七
年
石
油
ガ
ス
軽
中
量
車
基
準
に
定
め
る
窒
素
酸
化
物
の
値
の
四
分
の
一
を

超
え
な
い
こ
と
。 

ロ 

エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
効
率
が
平
成
三
十
二
年
度
基
準
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
効
率
以
上
で
あ
る

こ
と
。 

附
則
第
十
八
条
の
二
第
五
項
を
同
条
第
八
項
と
し
、
同
条
第
四
項
中
「
前
二
項
」
を
「
第
二
項

か
ら
前
項
ま
で
」
に
、
「
第
十
一
項
」
を
「
第
十
二
項
」
に
、
「
平
成
二
十
九
年
三
月
三
十
一
日
」

を
「
平
成
三
十
年
三
月
三
十
一
日
」
に
、
「
百
分
の
六
十
」
を
「
百
分
の
七
十
五
」
に
改
め
、
同

項
第
一
号
イ
を
削
り
、
同
号
ロ
⑴
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

⑴ 

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
こ
と
。 

（ｉ） 

平
成
三
十
年
ガ
ソ
リ
ン
軽
中
量
車
基
準
に
適
合
し
、
か
つ
、
窒
素
酸
化
物
の
排
出

量
が
平
成
三
十
年
ガ
ソ
リ
ン
軽
中
量
車
基
準
に
定
め
る
窒
素
酸
化
物
の
値
の
二
分
の

一
を
超
え
な
い
こ
と
。 

（ⅱ） 

平
成
十
七
年
ガ
ソ
リ
ン
軽
中
量
車
基
準
に
適
合
し
、
か
つ
、
窒
素
酸
化
物
の
排
出

量
が
平
成
十
七
年
ガ
ソ
リ
ン
軽
中
量
車
基
準
に
定
め
る
窒
素
酸
化
物
の
値
の
四
分
の

一
を
超
え
な
い
こ
と
。 

附
則
第
十
八
条
の
二
第
四
項
第
一
号
ロ
⑵
を
削
り
、
同
号
ロ
⑶
を
同
号
ロ
⑵
と
し
、
同
号
ロ
を

同
号
イ
と
し
、
同
号
ハ
⑴
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

⑴ 

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
こ
と
。 

（ｉ） 

平
成
三
十
年
ガ
ソ
リ
ン
軽
中
量
車
基
準
に
適
合
し
、
か
つ
、
窒
素
酸
化
物
の
排
出

量
が
平
成
三
十
年
ガ
ソ
リ
ン
軽
中
量
車
基
準
に
定
め
る
窒
素
酸
化
物
の
値
の
四
分
の

三
を
超
え
な
い
こ
と
。 

（ⅱ） 

平
成
十
七
年
ガ
ソ
リ
ン
軽
中
量
車
基
準
に
適
合
し
、
か
つ
、
窒
素
酸
化
物
の
排
出

量
が
平
成
十
七
年
ガ
ソ
リ
ン
軽
中
量
車
基
準
に
定
め
る
窒
素
酸
化
物
の
値
の
二
分
の

一
を
超
え
な
い
こ
と
。 

附
則
第
十
八
条
の
二
第
四
項
第
一
号
ハ
⑵
を
削
り
、
同
号
ハ
⑶
を
同
号
ハ
⑵
と
し
、
同
号
ハ
を

同
号
ロ
と
し
、
同
項
第
二
号
イ
⑴
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

⑴ 

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
こ
と
。 



（ｉ） 

平
成
三
十
年
軽
油
軽
中
量
車
基
準
に
適
合
す
る
こ
と
。 

（ⅱ） 

平
成
二
十
一
年
軽
油
軽
中
量
車
基
準
に
適
合
し
、
か
つ
、
窒
素
酸
化
物
及
び
粒
子

状
物
質
の
排
出
量
が
平
成
二
十
一
年
軽
油
軽
中
量
車
基
準
に
定
め
る
窒
素
酸
化
物
及

び
粒
子
状
物
質
の
値
の
十
分
の
九
を
超
え
な
い
こ
と
。 

附
則
第
十
八
条
の
二
第
四
項
第
二
号
イ
⑵
を
削
り
、
同
号
イ
⑶
を
同
号
イ
⑵
と
し
、
同
号
ハ
中

「
七
・
五
ト
ン
」
を
「
三
・
五
ト
ン
」
に
改
め
、
同
号
ハ
⑴
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

⑴ 

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
こ
と
。 

（ｉ） 

平
成
二
十
八
年
軽
油
重
量
車
基
準
に
適
合
す
る
こ
と
。 

（ⅱ） 

平
成
二
十
一
年
軽
油
重
量
車
基
準
に
適
合
し
、
か
つ
、
窒
素
酸
化
物
及
び
粒
子
状

物
質
の
排
出
量
が
平
成
二
十
一
年
軽
油
重
量
車
基
準
に
定
め
る
窒
素
酸
化
物
及
び
粒

子
状
物
質
の
値
の
十
分
の
九
を
超
え
な
い
こ
と
。 

附
則
第
十
八
条
の
二
第
四
項
第
二
号
ニ
及
び
ホ
を
削
り
、
同
項
を
同
条
第
七
項
と
し
、
同
条
第

三
項
中
「
前
項
」
を
「
前
三
項
」
に
、
「
第
十
一
項
」
を
「
第
十
二
項
」
に
、
「
平
成
二
十
九
年

三
月
三
十
一
日
」
を
「
平
成
三
十
年
三
月
三
十
一
日
」
に
、
「
百
分
の
四
十
」
を
「
百
分
の
五
十
」

に
改
め
、
同
項
第
一
号
イ
及
び
ロ
を
削
り
、
同
号
ハ
⑴
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

⑴ 

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
こ
と
。 

（ｉ） 

平
成
三
十
年
ガ
ソ
リ
ン
軽
中
量
車
基
準
に
適
合
し
、
か
つ
、
窒
素
酸
化
物
の
排
出

量
が
平
成
三
十
年
ガ
ソ
リ
ン
軽
中
量
車
基
準
に
定
め
る
窒
素
酸
化
物
の
値
の
二
分
の

一
を
超
え
な
い
こ
と
。 

（ⅱ） 

平
成
十
七
年
ガ
ソ
リ
ン
軽
中
量
車
基
準
に
適
合
し
、
か
つ
、
窒
素
酸
化
物
の
排
出

量
が
平
成
十
七
年
ガ
ソ
リ
ン
軽
中
量
車
基
準
に
定
め
る
窒
素
酸
化
物
の
値
の
四
分
の

一
を
超
え
な
い
こ
と
。 

附
則
第
十
八
条
の
二
第
三
項
第
一
号
ハ
⑵
を
削
り
、
同
号
ハ
⑶
を
同
号
ハ
⑵
と
し
、
同
号
ハ
を

同
号
イ
と
し
、
同
号
ニ
⑴
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

⑴ 

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
こ
と
。 

（ｉ） 

平
成
三
十
年
ガ
ソ
リ
ン
軽
中
量
車
基
準
に
適
合
し
、
か
つ
、
窒
素
酸
化
物
の
排
出

量
が
平
成
三
十
年
ガ
ソ
リ
ン
軽
中
量
車
基
準
に
定
め
る
窒
素
酸
化
物
の
値
の
四
分
の

三
を
超
え
な
い
こ
と
。 

（ⅱ） 

平
成
十
七
年
ガ
ソ
リ
ン
軽
中
量
車
基
準
に
適
合
し
、
か
つ
、
窒
素
酸
化
物
の
排
出

量
が
平
成
十
七
年
ガ
ソ
リ
ン
軽
中
量
車
基
準
に
定
め
る
窒
素
酸
化
物
の
値
の
二
分
の

一
を
超
え
な
い
こ
と
。 

附
則
第
十
八
条
の
二
第
三
項
第
一
号
ニ
⑵
を
削
り
、
同
号
ニ
⑶
を
同
号
ニ
⑵
と
し
、
同
号
ニ
を

同
号
ロ
と
し
、
同
項
第
二
号
イ
⑴
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

⑴ 

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
こ
と
。 



（ｉ） 

平
成
三
十
年
軽
油
軽
中
量
車
基
準
に
適
合
す
る
こ
と
。 

（ⅱ） 

平
成
二
十
一
年
軽
油
軽
中
量
車
基
準
に
適
合
し
、
か
つ
、
窒
素
酸
化
物
及
び
粒
子

状
物
質
の
排
出
量
が
平
成
二
十
一
年
軽
油
軽
中
量
車
基
準
に
定
め
る
窒
素
酸
化
物
及

び
粒
子
状
物
質
の
値
の
十
分
の
九
を
超
え
な
い
こ
と
。 

附
則
第
十
八
条
の
二
第
三
項
第
二
号
イ
⑵
を
削
り
、
同
号
イ
⑶
を
同
号
イ
⑵
と
し
、
同
号
ハ
中

「
七
・
五
ト
ン
」
を
「
三
・
五
ト
ン
」
に
改
め
、
同
号
ハ
⑴
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

⑴ 

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
こ
と
。 

（ｉ） 

平
成
二
十
八
年
軽
油
重
量
車
基
準
に
適
合
す
る
こ
と
。 

（ⅱ） 

平
成
二
十
一
年
軽
油
重
量
車
基
準
に
適
合
し
、
か
つ
、
窒
素
酸
化
物
及
び
粒
子
状

物
質
の
排
出
量
が
平
成
二
十
一
年
軽
油
重
量
車
基
準
に
定
め
る
窒
素
酸
化
物
及
び
粒

子
状
物
質
の
値
の
十
分
の
九
を
超
え
な
い
こ
と
。 

附
則
第
十
八
条
の
二
第
三
項
第
二
号
ニ
及
び
ホ
を
削
り
、
同
項
を
同
条
第
五
項
と
し
、
同
項
の

次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。 

６ 

次
に
掲
げ
る
自
動
車
で
初
め
て
新
規
登
録
等
を
受
け
る
も
の
の
取
得
（
第
二
項
か
ら
前
項
ま

で
又
は
附
則
第
十
八
条
の
四
第
六
項
か
ら
第
十
二
項
ま
で
の
規
定
の
適
用
が
あ
る
場
合
の
自
動

車
の
取
得
を
除
く
。
）
に
対
し
て
課
す
る
自
動
車
取
得
税
の
税
率
は
、
当
該
取
得
が
平
成
三
十

年
三
月
三
十
一
日
ま
で
に
行
わ
れ
た
と
き
に
限
り
、
第
三
十
八
条
及
び
第
一
項
の
規
定
に
か
か

わ
ら
ず
、
当
該
取
得
に
つ
い
て
こ
の
項
の
規
定
の
適
用
が
な
い
も
の
と
し
た
場
合
に
適
用
さ
れ

る
べ
き
同
条
又
は
第
一
項
に
定
め
る
率
に
百
分
の
六
十
を
乗
じ
て
得
た
率
と
す
る
。 

一 

次
に
掲
げ
る
ガ
ソ
リ
ン
自
動
車 

イ 

乗
用
車
の
う
ち
、
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
も
の
で
施
行
規
則
で
定
め
る
も
の 

⑴ 

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
こ
と
。 

（ｉ） 

平
成
三
十
年
ガ
ソ
リ
ン
軽
中
量
車
基
準
に
適
合
し
、
か
つ
、
窒
素
酸
化
物
の
排
出

量
が
平
成
三
十
年
ガ
ソ
リ
ン
軽
中
量
車
基
準
に
定
め
る
窒
素
酸
化
物
の
値
の
二
分
の

一
を
超
え
な
い
こ
と
。 

（ⅱ） 

平
成
十
七
年
ガ
ソ
リ
ン
軽
中
量
車
基
準
に
適
合
し
、
か
つ
、
窒
素
酸
化
物
の
排
出

量
が
平
成
十
七
年
ガ
ソ
リ
ン
軽
中
量
車
基
準
に
定
め
る
窒
素
酸
化
物
の
値
の
四
分
の

一
を
超
え
な
い
こ
と
。 

⑵ 

エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
効
率
が
平
成
三
十
二
年
度
基
準
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
効
率
に
百
分
の

百
十
を
乗
じ
て
得
た
数
値
以
上
で
あ
る
こ
と
。 

ロ 

車
両
総
重
量
が
二
・
五
ト
ン
以
下
の
バ
ス
又
は
ト
ラ
ッ
ク
の
う
ち
、
次
の
い
ず
れ
に
も

該
当
す
る
も
の
で
施
行
規
則
で
定
め
る
も
の 

⑴ 

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
こ
と
。 

（ｉ） 

平
成
三
十
年
ガ
ソ
リ
ン
軽
中
量
車
基
準
に
適
合
し
、
か
つ
、
窒
素
酸
化
物
の
排
出



量
が
平
成
三
十
年
ガ
ソ
リ
ン
軽
中
量
車
基
準
に
定
め
る
窒
素
酸
化
物
の
値
の
二
分
の

一
を
超
え
な
い
こ
と
。 

（ⅱ） 

平
成
十
七
年
ガ
ソ
リ
ン
軽
中
量
車
基
準
に
適
合
し
、
か
つ
、
窒
素
酸
化
物
の
排
出

量
が
平
成
十
七
年
ガ
ソ
リ
ン
軽
中
量
車
基
準
に
定
め
る
窒
素
酸
化
物
の
値
の
四
分
の

一
を
超
え
な
い
こ
と
。 

⑵ 

エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
効
率
が
平
成
二
十
七
年
度
基
準
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
効
率
に
百
分
の

百
十
を
乗
じ
て
得
た
数
値
以
上
で
あ
る
こ
と
。 

二 

石
油
ガ
ス
自
動
車
の
う
ち
、
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
乗
用
車
で
施
行
規
則
で
定
め
る

も
の 

イ 

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
こ
と
。 

⑴ 

平
成
三
十
年
石
油
ガ
ス
軽
中
量
車
基
準
に
適
合
し
、
か
つ
、
窒
素
酸
化
物
の
排
出
量

が
平
成
三
十
年
石
油
ガ
ス
軽
中
量
車
基
準
に
定
め
る
窒
素
酸
化
物
の
値
の
二
分
の
一
を

超
え
な
い
こ
と
。 

⑵ 

平
成
十
七
年
石
油
ガ
ス
軽
中
量
車
基
準
に
適
合
し
、
か
つ
、
窒
素
酸
化
物
の
排
出
量

が
平
成
十
七
年
石
油
ガ
ス
軽
中
量
車
基
準
に
定
め
る
窒
素
酸
化
物
の
値
の
四
分
の
一
を

超
え
な
い
こ
と
。 

ロ 

エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
効
率
が
平
成
三
十
二
年
度
基
準
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
効
率
に
百
分
の
百

十
を
乗
じ
て
得
た
数
値
以
上
で
あ
る
こ
と
。 

附
則
第
十
八
条
の
二
第
二
項
中
「
附
則
第
十
八
条
の
四
第
六
項
か
ら
第
十
一
項
」
を
「
前
項
又

は
附
則
第
十
八
条
の
四
第
六
項
か
ら
第
十
二
項
」
に
、
「
平
成
二
十
九
年
三
月
三
十
一
日
」
を
「
平

成
三
十
年
三
月
三
十
一
日
」
に
、
「
前
項
」
を
「
第
一
項
」
に
、
「
百
分
の
二
十
」
を
「
百
分
の

二
十
五
」
に
改
め
、
同
項
第
一
号
イ
及
び
ロ
を
削
り
、
同
号
ハ
⑴
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

⑴ 

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
こ
と
。 

（ｉ） 

平
成
三
十
年
ガ
ソ
リ
ン
軽
中
量
車
基
準
に
適
合
し
、
か
つ
、
窒
素
酸
化
物
の
排
出

量
が
平
成
三
十
年
ガ
ソ
リ
ン
軽
中
量
車
基
準
に
定
め
る
窒
素
酸
化
物
の
値
の
二
分
の

一
を
超
え
な
い
こ
と
。 

（ⅱ） 

平
成
十
七
年
ガ
ソ
リ
ン
軽
中
量
車
基
準
に
適
合
し
、
か
つ
、
窒
素
酸
化
物
の
排
出

量
が
平
成
十
七
年
ガ
ソ
リ
ン
軽
中
量
車
基
準
に
定
め
る
窒
素
酸
化
物
の
値
の
四
分
の

一
を
超
え
な
い
こ
と
。 

附
則
第
十
八
条
の
二
第
二
項
第
一
号
ハ
⑵
を
削
り
、
同
号
ハ
⑶
を
同
号
ハ
⑵
と
し
、
同
号
ハ
を

同
号
イ
と
し
、
同
号
ニ
⑴
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

⑴ 

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
こ
と
。 

（ｉ） 

平
成
三
十
年
ガ
ソ
リ
ン
軽
中
量
車
基
準
に
適
合
し
、
か
つ
、
窒
素
酸
化
物
の
排
出

量
が
平
成
三
十
年
ガ
ソ
リ
ン
軽
中
量
車
基
準
に
定
め
る
窒
素
酸
化
物
の
値
の
四
分
の



三
を
超
え
な
い
こ
と
。 

（ⅱ） 

平
成
十
七
年
ガ
ソ
リ
ン
軽
中
量
車
基
準
に
適
合
し
、
か
つ
、
窒
素
酸
化
物
の
排
出

量
が
平
成
十
七
年
ガ
ソ
リ
ン
軽
中
量
車
基
準
に
定
め
る
窒
素
酸
化
物
の
値
の
二
分
の

一
を
超
え
な
い
こ
と
。 

附
則
第
十
八
条
の
二
第
二
項
第
一
号
ニ
⑵
を
削
り
、
同
号
ニ
⑶
を
同
号
ニ
⑵
と
し
、
同
号
ニ
を

同
号
ロ
と
し
、
同
項
第
二
号
イ
⑴
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

⑴ 

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
こ
と
。 

（ｉ） 

平
成
三
十
年
軽
油
軽
中
量
車
基
準
に
適
合
す
る
こ
と
。 

（ⅱ） 

平
成
二
十
一
年
軽
油
軽
中
量
車
基
準
に
適
合
し
、
か
つ
、
窒
素
酸
化
物
及
び
粒
子

状
物
質
の
排
出
量
が
平
成
二
十
一
年
軽
油
軽
中
量
車
基
準
に
定
め
る
窒
素
酸
化
物
及

び
粒
子
状
物
質
の
値
の
十
分
の
九
を
超
え
な
い
こ
と
。 

附
則
第
十
八
条
の
二
第
二
項
第
二
号
イ
⑵
を
削
り
、
同
号
イ
⑶
を
同
号
イ
⑵
と
し
、
同
号
ハ
中

「
七
・
五
ト
ン
」
を
「
三
・
五
ト
ン
」
に
改
め
、
同
号
ハ
⑴
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

⑴ 

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
こ
と
。 

（ⅰ） 

平
成
二
十
八
年
軽
油
重
量
車
基
準
に
適
合
す
る
こ
と
。 

（ⅱ） 

平
成
二
十
一
年
軽
油
重
量
車
基
準
に
適
合
し
、
か
つ
、
窒
素
酸
化
物
及
び
粒
子
状

物
質
の
排
出
量
が
平
成
二
十
一
年
軽
油
重
量
車
基
準
に
定
め
る
窒
素
酸
化
物
及
び
粒

子
状
物
質
の
値
の
十
分
の
九
を
超
え
な
い
こ
と
。 

附
則
第
十
八
条
の
二
第
二
項
第
二
号
ニ
及
び
ホ
を
削
り
、
同
項
を
同
条
第
三
項
と
し
、
同
項
の

次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。 

４ 

次
に
掲
げ
る
自
動
車
で
初
め
て
新
規
登
録
等
を
受
け
る
も
の
の
取
得
（
前
二
項
又
は
附
則
第

十
八
条
の
四
第
六
項
か
ら
第
十
二
項
ま
で
の
規
定
の
適
用
が
あ
る
場
合
の
自
動
車
の
取
得
を
除

く
。
）
に
対
し
て
課
す
る
自
動
車
取
得
税
の
税
率
は
、
当
該
取
得
が
平
成
三
十
年
三
月
三
十
一

日
ま
で
に
行
わ
れ
た
と
き
に
限
り
、
第
三
十
八
条
及
び
第
一
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
該

取
得
に
つ
い
て
こ
の
項
の
規
定
の
適
用
が
な
い
も
の
と
し
た
場
合
に
適
用
さ
れ
る
べ
き
同
条
又

は
第
一
項
に
定
め
る
率
に
百
分
の
四
十
を
乗
じ
て
得
た
率
と
す
る
。 

一 

次
に
掲
げ
る
ガ
ソ
リ
ン
自
動
車 

イ 

乗
用
車
の
う
ち
、
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
も
の
で
施
行
規
則
で
定
め
る
も
の 

⑴ 

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
こ
と
。 

（ⅰ） 

平
成
三
十
年
ガ
ソ
リ
ン
軽
中
量
車
基
準
に
適
合
し
、
か
つ
、
窒
素
酸
化
物
の
排
出

量
が
平
成
三
十
年
ガ
ソ
リ
ン
軽
中
量
車
基
準
に
定
め
る
窒
素
酸
化
物
の
値
の
二
分
の

一
を
超
え
な
い
こ
と
。 

（ⅱ） 

平
成
十
七
年
ガ
ソ
リ
ン
軽
中
量
車
基
準
に
適
合
し
、
か
つ
、
窒
素
酸
化
物
の
排
出

量
が
平
成
十
七
年
ガ
ソ
リ
ン
軽
中
量
車
基
準
に
定
め
る
窒
素
酸
化
物
の
値
の
四
分
の



一
を
超
え
な
い
こ
と
。 

⑵ 

エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
効
率
が
平
成
三
十
二
年
度
基
準
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
効
率
に
百
分
の

百
二
十
を
乗
じ
て
得
た
数
値
以
上
で
あ
る
こ
と
。 

ロ 
車
両
総
重
量
が
二
・
五
ト
ン
以
下
の
バ
ス
又
は
ト
ラ
ッ
ク
の
う
ち
、
次
の
い
ず
れ
に
も

該
当
す
る
も
の
で
施
行
規
則
で
定
め
る
も
の 

⑴ 

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
こ
と
。 

（ｉ） 

平
成
三
十
年
ガ
ソ
リ
ン
軽
中
量
車
基
準
に
適
合
し
、
か
つ
、
窒
素
酸
化
物
の
排
出

量
が
平
成
三
十
年
ガ
ソ
リ
ン
軽
中
量
車
基
準
に
定
め
る
窒
素
酸
化
物
の
値
の
二
分
の

一
を
超
え
な
い
こ
と
。 

（ⅱ） 

平
成
十
七
年
ガ
ソ
リ
ン
軽
中
量
車
基
準
に
適
合
し
、
か
つ
、
窒
素
酸
化
物
の
排
出

量
が
平
成
十
七
年
ガ
ソ
リ
ン
軽
中
量
車
基
準
に
定
め
る
窒
素
酸
化
物
の
値
の
四
分
の

一
を
超
え
な
い
こ
と
。 

⑵ 

エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
効
率
が
平
成
二
十
七
年
度
基
準
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
効
率
に
百
分
の

百
十
五
を
乗
じ
て
得
た
数
値
以
上
で
あ
る
こ
と
。 

二 

石
油
ガ
ス
自
動
車
の
う
ち
、
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
乗
用
車
で
施
行
規
則
で
定
め
る

も
の 

イ 

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
こ
と
。 

⑴ 

平
成
三
十
年
石
油
ガ
ス
軽
中
量
車
基
準
に
適
合
し
、
か
つ
、
窒
素
酸
化
物
の
排
出
量

が
平
成
三
十
年
石
油
ガ
ス
軽
中
量
車
基
準
に
定
め
る
窒
素
酸
化
物
の
値
の
二
分
の
一
を

超
え
な
い
こ
と
。 

⑵ 

平
成
十
七
年
石
油
ガ
ス
軽
中
量
車
基
準
に
適
合
し
、
か
つ
、
窒
素
酸
化
物
の
排
出
量

が
平
成
十
七
年
石
油
ガ
ス
軽
中
量
車
基
準
に
定
め
る
窒
素
酸
化
物
の
値
の
四
分
の
一
を

超
え
な
い
こ
と
。 

ロ 

エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
効
率
が
平
成
三
十
二
年
度
基
準
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
効
率
に
百
分
の
百

二
十
を
乗
じ
て
得
た
数
値
以
上
で
あ
る
こ
と
。 

附
則
第
十
八
条
の
二
第
一
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。 

２ 

ガ
ソ
リ
ン
自
動
車
（
車
両
総
重
量
が
二
・
五
ト
ン
以
下
の
バ
ス
又
は
ト
ラ
ッ
ク
で
あ
つ
て
、

次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
も
の
で
施
行
規
則
で
定
め
る
も
の
に
限
る
。
）
で
初
め
て
新
規
登

録
等
を
受
け
る
も
の
の
取
得
（
附
則
第
十
八
条
の
四
第
六
項
か
ら
第
十
二
項
ま
で
の
規
定
の
適

用
が
あ
る
場
合
の
自
動
車
の
取
得
を
除
く
。
）
に
対
し
て
課
す
る
自
動
車
取
得
税
の
税
率
は
、

当
該
取
得
が
平
成
三
十
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
に
行
わ
れ
た
と
き
に
限
り
、
第
三
十
八
条
及
び

前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
取
得
に
つ
い
て
こ
の
項
の
規
定
の
適
用
が
な
い
も
の
と
し

た
場
合
に
適
用
さ
れ
る
べ
き
同
条
又
は
前
項
に
定
め
る
率
に
百
分
の
二
十
を
乗
じ
て
得
た
率
と

す
る
。 



一 

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
こ
と
。 

イ 

平
成
三
十
年
ガ
ソ
リ
ン
軽
中
量
車
基
準
に
適
合
し
、
か
つ
、
窒
素
酸
化
物
の
排
出
量
が

平
成
三
十
年
ガ
ソ
リ
ン
軽
中
量
車
基
準
に
定
め
る
窒
素
酸
化
物
の
値
の
二
分
の
一
を
超
え

な
い
こ
と
。 

ロ 

平
成
十
七
年
ガ
ソ
リ
ン
軽
中
量
車
基
準
に
適
合
し
、
か
つ
、
窒
素
酸
化
物
の
排
出
量
が

平
成
十
七
年
ガ
ソ
リ
ン
軽
中
量
車
基
準
に
定
め
る
窒
素
酸
化
物
の
値
の
四
分
の
一
を
超
え

な
い
こ
と
。 

二 

エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
効
率
が
平
成
二
十
七
年
度
基
準
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
効
率
に
百
分
の
百
二

十
を
乗
じ
て
得
た
数
値
以
上
で
あ
る
こ
と
。 

附
則
第
十
八
条
の
四
第
一
項
中
「
平
成
二
十
九
年
三
月
三
十
一
日
」
を
「
平
成
三
十
年
三
月
三

十
一
日
」
に
改
め
、
同
項
第
五
号
イ
⑶
中
「
百
分
の
百
八
十
」
を
「
百
分
の
百
九
十
五
」
に
改
め
、

同
項
第
七
号
中
「
附
則
第
十
八
条
第
五
号
ニ
」
を
「
附
則
第
十
八
条
第
六
号
ハ
」
に
改
め
、
同
号

を
同
項
第
八
号
と
し
、
同
項
第
六
号
中
「
附
則
第
十
八
条
第
五
号
イ
」
を
「
附
則
第
十
八
条
第
六

号
イ
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
七
号
と
し
、
同
項
第
五
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。 

六 

附
則
第
十
八
条
第
五
号
に
掲
げ
る
石
油
ガ
ス
自
動
車 

附
則
第
十
八
条
の
四
第
二
項
中
「
平
成
二
十
九
年
三
月
三
十
一
日
」
を
「
平
成
三
十
年
三
月
三

十
一
日
」
に
改
め
、
同
項
各
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

一 

附
則
第
十
八
条
の
二
第
二
項
又
は
第
三
項
第
一
号
に
掲
げ
る
ガ
ソ
リ
ン
自
動
車 

二 

ガ
ソ
リ
ン
自
動
車
（
車
両
総
重
量
が
二
・
五
ト
ン
以
下
の
ト
ラ
ッ
ク
で
あ
つ
て
、
平
成
二

十
二
年
度
基
準
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
効
率
算
定
自
動
車
で
あ
る
も
の
に
限
る
。
）
の
う
ち
、
次

の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
も
の
で
施
行
規
則
で
定
め
る
も
の 

イ 

平
成
十
七
年
ガ
ソ
リ
ン
軽
中
量
車
基
準
に
適
合
す
る
こ
と
。 

ロ 

窒
素
酸
化
物
の
排
出
量
が
平
成
十
七
年
ガ
ソ
リ
ン
軽
中
量
車
基
準
に
定
め
る
窒
素
酸
化

物
の
値
の
四
分
の
一
を
超
え
な
い
こ
と
。 

ハ 

エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
効
率
が
平
成
二
十
二
年
度
基
準
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
効
率
に
百
分
の
百

五
十
を
乗
じ
て
得
た
数
値
以
上
で
あ
る
こ
と
。 

三 

附
則
第
十
八
条
の
二
第
三
項
第
二
号
ハ
に
掲
げ
る
軽
油
自
動
車
（
電
力
併
用
自
動
車
に
限

る
。
） 

附
則
第
十
八
条
の
四
第
三
項
中
「
平
成
二
十
九
年
三
月
三
十
一
日
」
を
「
平
成
三
十
年
三
月
三

十
一
日
」
に
改
め
、
同
項
第
一
号
中
「
附
則
第
十
八
条
の
二
第
三
項
第
一
号
」
を
「
附
則
第
十
八

条
の
二
第
四
項
第
一
号
又
は
第
五
項
第
一
号
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
イ
⑶
中
「
百
分
の
百
五
十
」

を
「
百
分
の
百
八
十
」
に
改
め
、
同
項
第
三
号
中
「
附
則
第
十
八
条
の
二
第
三
項
第
二
号
ニ
又
は

ホ
」
を
「
附
則
第
十
八
条
の
二
第
五
項
第
二
号
ハ
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
四
号
と
し
、
同
項

第
二
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。 



三 

附
則
第
十
八
条
の
二
第
四
項
第
二
号
に
掲
げ
る
石
油
ガ
ス
自
動
車 

附
則
第
十
八
条
の
四
第
四
項
中
「
平
成
二
十
九
年
三
月
三
十
一
日
」
を
「
平
成
三
十
年
三
月
三

十
一
日
」
に
改
め
、
同
項
各
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

一 
附
則
第
十
八
条
の
二
第
六
項
第
一
号
又
は
第
七
項
第
一
号
に
掲
げ
る
ガ
ソ
リ
ン
自
動
車 

二 

次
に
掲
げ
る
ガ
ソ
リ
ン
自
動
車
（
平
成
二
十
二
年
度
基
準
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
効
率
算
定
自

動
車
に
限
る
。
） 

イ 

乗
用
車
の
う
ち
、
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
も
の
で
施
行
規
則
で
定
め
る
も
の 

⑴ 

平
成
十
七
年
ガ
ソ
リ
ン
軽
中
量
車
基
準
に
適
合
す
る
こ
と
。 

⑵ 

窒
素
酸
化
物
の
排
出
量
が
平
成
十
七
年
ガ
ソ
リ
ン
軽
中
量
車
基
準
に
定
め
る
窒
素
酸

化
物
の
値
の
四
分
の
一
を
超
え
な
い
こ
と
。 

⑶ 

エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
効
率
が
平
成
二
十
二
年
度
基
準
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
効
率
に
百
分
の

百
六
十
五
を
乗
じ
て
得
た
数
値
以
上
で
あ
る
こ
と
。 

ロ 

車
両
総
重
量
が
二
・
五
ト
ン
以
下
の
ト
ラ
ッ
ク
の
う
ち
、
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る

も
の
で
施
行
規
則
で
定
め
る
も
の 

⑴ 

平
成
十
七
年
ガ
ソ
リ
ン
軽
中
量
車
基
準
に
適
合
す
る
こ
と
。 

⑵ 

窒
素
酸
化
物
の
排
出
量
が
平
成
十
七
年
ガ
ソ
リ
ン
軽
中
量
車
基
準
に
定
め
る
窒
素
酸

化
物
の
値
の
四
分
の
一
を
超
え
な
い
こ
と
。 

⑶ 

エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
効
率
が
平
成
二
十
二
年
度
基
準
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
効
率
に
百
分
の

百
三
十
八
を
乗
じ
て
得
た
数
値
以
上
で
あ
る
こ
と
。 

三 

附
則
第
十
八
条
の
二
第
六
項
第
二
号
に
掲
げ
る
石
油
ガ
ス
自
動
車 

四 

附
則
第
十
八
条
の
二
第
七
項
第
二
号
ハ
に
掲
げ
る
軽
油
自
動
車
（
電
力
併
用
自
動
車
に
限

る
。
） 

附
則
第
十
八
条
の
四
第
五
項
中
「
平
成
二
十
九
年
三
月
三
十
一
日
」
を
「
平
成
三
十
年
三
月
三

十
一
日
」
に
改
め
、
同
項
各
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

一 

附
則
第
十
八
条
の
二
第
八
項
第
一
号
に
掲
げ
る
ガ
ソ
リ
ン
自
動
車 

二 

次
に
掲
げ
る
ガ
ソ
リ
ン
自
動
車
（
平
成
二
十
二
年
度
基
準
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
効
率
算
定
自

動
車
に
限
る
。
） 

イ 

乗
用
車
の
う
ち
、
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
も
の
で
施
行
規
則
で
定
め
る
も
の 

⑴ 

平
成
十
七
年
ガ
ソ
リ
ン
軽
中
量
車
基
準
に
適
合
す
る
こ
と
。 

⑵ 

窒
素
酸
化
物
の
排
出
量
が
平
成
十
七
年
ガ
ソ
リ
ン
軽
中
量
車
基
準
に
定
め
る
窒
素
酸

化
物
の
値
の
四
分
の
一
を
超
え
な
い
こ
と
。 

⑶ 

エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
効
率
が
平
成
二
十
二
年
度
基
準
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
効
率
に
百
分
の

百
三
十
八
を
乗
じ
て
得
た
数
値
以
上
で
あ
る
こ
と
。 

ロ 

車
両
総
重
量
が
二
・
五
ト
ン
以
下
の
ト
ラ
ッ
ク
の
う
ち
、
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る



も
の
で
施
行
規
則
で
定
め
る
も
の 

⑴ 

平
成
十
七
年
ガ
ソ
リ
ン
軽
中
量
車
基
準
に
適
合
す
る
こ
と
。 

⑵ 

窒
素
酸
化
物
の
排
出
量
が
平
成
十
七
年
ガ
ソ
リ
ン
軽
中
量
車
基
準
に
定
め
る
窒
素
酸

化
物
の
値
の
四
分
の
一
を
超
え
な
い
こ
と
。 

⑶ 
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
効
率
が
平
成
二
十
二
年
度
基
準
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
効
率
に
百
分
の

百
三
十
二
を
乗
じ
て
得
た
数
値
以
上
で
あ
る
こ
と
。 

三 

附
則
第
十
八
条
の
二
第
八
項
第
二
号
に
掲
げ
る
石
油
ガ
ス
自
動
車 

附
則
第
十
八
条
の
四
第
六
項
か
ら
第
八
項
ま
で
の
規
定
中
「
平
成
二
十
九
年
三
月
三
十
一
日
」

を
「
平
成
三
十
一
年
三
月
三
十
一
日
」
に
改
め
、
同
条
第
九
項
中
「
平
成
二
十
九
年
三
月
三
十
一

日
（
第
四
号
」
を
「
平
成
三
十
一
年
三
月
三
十
一
日
（
第
三
号
」
に
、
「
平
成
二
十
八
年
十
月
三

十
一
日
」
を
「
平
成
三
十
年
十
月
三
十
一
日
」
に
改
め
、
同
項
第
一
号
中
「
（
第
十
一
項
」
の
下

に
「
及
び
第
十
二
項
」
を
加
え
、
「
及
び
第
十
一
項
」
を
「
か
ら
第
十
一
項
ま
で
」
に
改
め
、
同

項
第
二
号
中
「
及
び
第
十
一
項
」
を
「
か
ら
第
十
一
項
ま
で
」
に
改
め
、
同
項
第
四
号
を
削
り
、

同
条
第
十
項
中
「
前
項
第
四
号
に
」
を
「
次
に
」
に
、
「
当
該
取
得
が
平
成
二
十
八
年
十
一
月
一

日
か
ら
平
成
二
十
九
年
三
月
三
十
一
日
」
を
「
第
一
号
に
掲
げ
る
ト
ラ
ッ
ク
に
あ
つ
て
は
当
該
取

得
が
平
成
三
十
年
十
一
月
一
日
か
ら
平
成
三
十
一
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
に
行
わ
れ
た
と
き
に
限

り
、
第
二
号
に
掲
げ
る
ト
ラ
ッ
ク
に
あ
つ
て
は
当
該
取
得
が
平
成
二
十
九
年
四
月
一
日
か
ら
平
成

三
十
年
十
月
三
十
一
日
」
に
改
め
、
同
項
に
次
の
各
号
を
加
え
る
。 

一 

車
両
総
重
量
が
八
ト
ン
を
超
え
二
十
ト
ン
以
下
の
ト
ラ
ッ
ク
で
あ
つ
て
、
道
路
運
送
車
両

法
第
四
十
一
条
の
規
定
に
よ
り
平
成
二
十
八
年
二
月
一
日
以
降
に
適
用
さ
れ
る
べ
き
も
の
と

し
て
定
め
ら
れ
た
車
両
安
定
性
制
御
装
置
に
係
る
保
安
基
準
及
び
同
条
の
規
定
に
よ
り
平
成

二
十
四
年
四
月
一
日
以
降
に
適
用
さ
れ
る
べ
き
も
の
と
し
て
定
め
ら
れ
た
衝
突
被
害
軽
減
制

動
制
御
装
置
に
係
る
保
安
基
準
の
い
ず
れ
に
も
適
合
す
る
も
の 

二 

車
両
総
重
量
が
二
十
ト
ン
を
超
え
二
十
二
ト
ン
以
下
の
ト
ラ
ッ
ク
で
あ
つ
て
、
道
路
運
送

車
両
法
第
四
十
一
条
の
規
定
に
よ
り
平
成
二
十
七
年
九
月
一
日
以
降
に
適
用
さ
れ
る
べ
き
も

の
と
し
て
定
め
ら
れ
た
車
両
安
定
性
制
御
装
置
に
係
る
保
安
基
準
及
び
同
条
の
規
定
に
よ
り

平
成
二
十
四
年
四
月
一
日
以
降
に
適
用
さ
れ
る
べ
き
も
の
と
し
て
定
め
ら
れ
た
衝
突
被
害
軽

減
制
動
制
御
装
置
に
係
る
保
安
基
準
の
い
ず
れ
に
も
適
合
す
る
も
の 

附
則
第
十
八
条
の
四
第
十
一
項
中
「
平
成
二
十
九
年
三
月
三
十
一
日
（
第
五
号
」
を
「
平
成
三

十
一
年
三
月
三
十
一
日
（
第
四
号
」
に
、
「
平
成
二
十
八
年
十
月
三
十
一
日
」
を
「
平
成
三
十
年

十
月
三
十
一
日
」
に
改
め
、
同
項
第
五
号
を
削
り
、
同
条
第
十
二
項
を
同
条
第
十
三
項
と
し
、
同

条
第
十
一
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。 

12 

車
両
総
重
量
が
十
二
ト
ン
を
超
え
る
バ
ス
等
で
あ
つ
て
、
道
路
運
送
車
両
法
第
四
十
一
条
の

規
定
に
よ
り
平
成
二
十
七
年
八
月
一
日
以
降
に
適
用
さ
れ
る
べ
き
も
の
と
し
て
定
め
ら
れ
た
車



線
か
ら
の
逸
脱
に
対
す
る
安
全
性
の
向
上
を
図
る
た
め
の
装
置
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
車

線
逸
脱
警
報
装
置
」
と
い
う
。
）
に
係
る
保
安
上
又
は
公
害
防
止
そ
の
他
の
環
境
保
全
上
の
技

術
基
準
で
施
行
規
則
で
定
め
る
も
の
に
適
合
す
る
も
の
の
う
ち
、
車
線
逸
脱
警
報
装
置
を
備
え

る
も
の
（
施
行
規
則
で
定
め
る
も
の
に
限
る
。
）
で
初
め
て
新
規
登
録
等
を
受
け
る
も
の
の
取

得
に
係
る
第
三
十
七
条
第
一
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
当
該
取
得
が
平
成
三
十
一
年
三

月
三
十
一
日
ま
で
に
行
わ
れ
た
と
き
に
限
り
、
同
項
中
「
取
得
価
額
」
と
あ
る
の
は
、
「
取
得

価
額
か
ら
百
七
十
五
万
円
を
控
除
し
て
得
た
額
」
と
す
る
。 

附
則
第
十
八
条
の
五
第
一
項
中
「
平
成
二
十
九
年
三
月
三
十
一
日
」
を
「
平
成
三
十
一
年
三
月

三
十
一
日
」
に
改
め
る
。 

附
則
第
二
十
三
条
第
一
項
第
一
号
中
「
平
成
十
六
年
三
月
三
十
一
日
」
を
「
平
成
十
八
年
三
月

三
十
一
日
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
中
「
平
成
十
八
年
三
月
三
十
一
日
」
を
「
平
成
二
十
年
三
月

三
十
一
日
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
第
二
号
中
「
第
四
号
及
び
第
五
号
」
を
「
以
下
こ
の
項
及
び

第
四
項
」
に
改
め
、
「
こ
の
号
」
の
下
に
「
及
び
第
四
項
第
二
号
」
を
加
え
、
同
項
第
三
号
中
「
い

う
」
の
下
に
「
。
第
四
項
第
三
号
に
お
い
て
同
じ
」
を
加
え
、
同
項
第
四
号
中
「
定
め
ら
れ
た
も

の
」
の
下
に
「
（
第
四
項
及
び
第
五
項
に
お
い
て
「
平
成
三
十
二
年
度
基
準
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
効

率
」
と
い
う
。
）
」
を
、
「
も
の
（
次
項
」
の
下
に
「
か
ら
第
五
項
ま
で
」
を
加
え
、
同
項
第
五

号
中
「
除
く
」
の
下
に
「
。
第
四
項
第
五
号
に
お
い
て
同
じ
」
を
、
「
定
め
る
も
の
」
の
下
に
「
（
第

四
項
第
五
号
に
お
い
て
「
平
成
二
十
一
年
軽
油
軽
中
量
車
基
準
」
と
い
う
。
）
」
を
加
え
、
同
条

に
次
の
二
項
を
加
え
る
。 

４ 

次
に
掲
げ
る
自
動
車
に
対
す
る
第
四
十
八
条
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
当
該
自
動
車
が

平
成
二
十
九
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
三
十
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
新
車
新
規
登
録
を
受

け
た
場
合
に
は
平
成
三
十
年
度
分
の
自
動
車
税
に
限
り
、
当
該
自
動
車
が
平
成
三
十
年
四
月
一

日
か
ら
平
成
三
十
一
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
新
車
新
規
登
録
を
受
け
た
場
合
に
は
平
成

三
十
一
年
度
分
の
自
動
車
税
に
限
り
、
第
二
項
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
同
条
の
規
定
中
同
表
の

中
欄
に
掲
げ
る
字
句
は
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
字
句
と
す
る
。 

一 

電
気
自
動
車 

二 

天
然
ガ
ス
自
動
車
の
う
ち
、
道
路
運
送
車
両
法
第
四
十
一
条
の
規
定
に
よ
り
平
成
三
十
年

十
月
一
日
以
降
に
適
用
さ
れ
る
べ
き
も
の
と
し
て
定
め
ら
れ
た
排
出
ガ
ス
保
安
基
準
で
施
行

規
則
で
定
め
る
も
の
に
適
合
す
る
も
の
又
は
平
成
二
十
一
年
天
然
ガ
ス
車
基
準
に
適
合
し
、

か
つ
、
窒
素
酸
化
物
の
排
出
量
が
平
成
二
十
一
年
天
然
ガ
ス
車
基
準
に
定
め
る
窒
素
酸
化
物

の
値
の
十
分
の
九
を
超
え
な
い
も
の
で
施
行
規
則
で
定
め
る
も
の 

三 

充
電
機
能
付
電
力
併
用
自
動
車 

四 

エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
効
率
が
平
成
三
十
二
年
度
基
準
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
効
率
に
百
分
の
百
三

十
を
乗
じ
て
得
た
数
値
以
上
の
自
動
車
の
う
ち
、
窒
素
酸
化
物
の
排
出
量
が
道
路
運
送
車
両



法
第
四
十
一
条
の
規
定
に
よ
り
平
成
三
十
年
十
月
一
日
以
降
に
適
用
さ
れ
る
べ
き
も
の
と
し

て
定
め
ら
れ
た
排
出
ガ
ス
保
安
基
準
に
定
め
る
窒
素
酸
化
物
の
値
で
施
行
規
則
で
定
め
る
も

の
（
次
項
に
お
い
て
「
平
成
三
十
年
窒
素
酸
化
物
排
出
許
容
限
度
」
と
い
う
。
）
の
二
分
の

一
を
超
え
な
い
も
の
で
施
行
規
則
で
定
め
る
も
の
又
は
窒
素
酸
化
物
の
排
出
量
が
平
成
十
七

年
窒
素
酸
化
物
排
出
許
容
限
度
の
四
分
の
一
を
超
え
な
い
も
の
で
施
行
規
則
で
定
め
る
も
の 

五 

軽
油
を
内
燃
機
関
の
燃
料
と
し
て
用
い
る
乗
用
車
の
う
ち
、
道
路
運
送
車
両
法
第
四
十
一

条
の
規
定
に
よ
り
平
成
三
十
年
十
月
一
日
以
降
に
適
用
さ
れ
る
べ
き
も
の
と
し
て
定
め
ら
れ

た
排
出
ガ
ス
保
安
基
準
で
施
行
規
則
で
定
め
る
も
の
に
適
合
す
る
も
の
又
は
平
成
二
十
一
年

軽
油
軽
中
量
車
基
準
に
適
合
す
る
も
の 

５ 

エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
効
率
が
平
成
三
十
二
年
度
基
準
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
効
率
に
百
分
の
百
十
を

乗
じ
て
得
た
数
値
以
上
の
自
動
車
の
う
ち
、
窒
素
酸
化
物
の
排
出
量
が
平
成
三
十
年
窒
素
酸
化

物
排
出
許
容
限
度
の
二
分
の
一
を
超
え
な
い
も
の
で
施
行
規
則
で
定
め
る
も
の
又
は
窒
素
酸
化

物
の
排
出
量
が
平
成
十
七
年
窒
素
酸
化
物
排
出
許
容
限
度
の
四
分
の
一
を
超
え
な
い
も
の
で
施

行
規
則
で
定
め
る
も
の
（
前
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
自
動
車
を
除
く
。
）
に
対
す
る
第
四

十
八
条
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
当
該
自
動
車
が
平
成
二
十
九
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
三

十
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
新
車
新
規
登
録
を
受
け
た
場
合
に
は
平
成
三
十
年
度
分
の
自

動
車
税
に
限
り
、
当
該
自
動
車
が
平
成
三
十
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
三
十
一
年
三
月
三
十
一
日

ま
で
の
間
に
新
車
新
規
登
録
を
受
け
た
場
合
に
は
平
成
三
十
一
年
度
分
の
自
動
車
税
に
限
り
、

第
三
項
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
同
条
の
規
定
中
同
表
の
中
欄
に
掲
げ
る
字
句
は
、
そ
れ
ぞ
れ
同

表
の
下
欄
に
掲
げ
る
字
句
と
す
る
。 

 
 

 

附 

則 

 

（
施
行
期
日
） 

１ 

こ
の
条
例
は
、
平
成
二
十
九
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

 

（
法
人
の
事
業
税
に
関
す
る
経
過
措
置
） 

２ 

こ
の
条
例
に
よ
る
改
正
後
の
埼
玉
県
税
条
例
（
以
下
「
改
正
後
の
条
例
」
と
い
う
。
）
の
規

定
中
法
人
の
事
業
税
に
関
す
る
部
分
は
、
こ
の
条
例
の
施
行
の
日
（
以
下
「
施
行
日
」
と
い
う
。
）

以
後
に
開
始
す
る
事
業
年
度
に
係
る
法
人
の
事
業
税
に
つ
い
て
適
用
し
、
施
行
日
前
に
開
始
し

た
事
業
年
度
に
係
る
法
人
の
事
業
税
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。 

 

（
不
動
産
取
得
税
に
関
す
る
経
過
措
置
） 

３ 

改
正
後
の
条
例
の
規
定
中
不
動
産
取
得
税
に
関
す
る
部
分
は
、
施
行
日
以
後
の
不
動
産
の
取

得
に
対
し
て
課
す
べ
き
不
動
産
取
得
税
に
つ
い
て
適
用
し
、
施
行
日
前
の
不
動
産
の
取
得
に
対

し
て
課
す
る
不
動
産
取
得
税
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。 

 

（
自
動
車
取
得
税
に
関
す
る
経
過
措
置
） 

４ 

改
正
後
の
条
例
の
規
定
中
自
動
車
取
得
税
に
関
す
る
部
分
は
、
施
行
日
以
後
の
自
動
車
の
取



得
に
対
し
て
課
す
べ
き
自
動
車
取
得
税
に
つ
い
て
適
用
し
、
施
行
日
前
の
自
動
車
の
取
得
に
対

し
て
課
す
る
自
動
車
取
得
税
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。 

 
（
自
動
車
税
に
関
す
る
経
過
措
置
） 

５ 

改
正
後
の
条
例
の
規
定
中
自
動
車
税
に
関
す
る
部
分
は
、
平
成
二
十
九
年
度
以
後
の
年
度
分

の
自
動
車
税
に
つ
い
て
適
用
し
、
平
成
二
十
八
年
度
分
ま
で
の
自
動
車
税
に
つ
い
て
は
、
な
お

従
前
の
例
に
よ
る
。 

  

 



規

則

埼
玉
県
税
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
二
十
九
年
三
月
三
十
一
日

埼
玉
県
知
事

上

田

清

司

埼
玉
県
規
則
第
三
十
六
号

埼
玉
県
税
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

埼
玉
県
税
条
例
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
五
年
埼
玉
県
規
則
第
四
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う

に
改
正
す
る
。

第
三
条
及
び
第
四
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
三
条
及
び
第
四
条

削
除

第
十
一
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
個
人
の
県
民
税
に
係
る
徴
収
金
の
払
込
照
合
）

第
十
一
条
の
二

条
例
第
二
十
八
条
の
規
定
に
よ
り
、
個
人
の
県
民
税
に
係
る
徴
収
金
の
払
込
み

を
行
う
市
町
村
は
、
当
該
徴
収
金
を
払
い
込
む
前
に
、
払
込
書
に
つ
い
て
所
管
の
県
税
事
務
所

長
の
照
合
を
経
る
も
の
と
す
る
。

第
四
十
四
条
の
表
四
の
七
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
四
十
四
条
の
表
十
五
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
四
十
四
条
の
表
二
十
三
号
か
ら
二
十
五
号
ま
で
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

別
記
様
式
第
四
号
の
七
（
一
）
を
次
の
よ
う
に
改
め
、
同
様
式
を
別
記
様
式
第
四
号
の
七
と
す

る
。 四

の
七

削
除

十
五

削
除

別
記

様
式

第
四

号
の

七
（

一
）

削
除

二
十
五

二
十
四

二
十
三

払
込
書
（
条
例
第
二
十
八
条
の
払
込
書
）

個
人
の
県
民
税
に
係
る
滞
納
状
況
報
告
書
（
条
例
第
二

十
七
条
第
四
項
の
報
告
書
）

個
人
の
県
民
税
清
算
払
込
明
細
書
（
第
十
一
条
第
二
項

の
明
細
書
）

別
記
様
式
第
二

十
五
号

別
記
様
式
第
二

十
四
号

別
記
様
式
第
二

十
三
号



別
記
様
式
第
四
号
の
七
（
二
）
及
び
別
記
様
式
第
四
号
の
七
（
三
）
を
削
る
。

別
記
様
式
第
十
五
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

別
記
様
式
第
二
十
三
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

別
記

様
式

第
十

五
号

削
除



別記様式第二十三号

年度（ 年 月分）個人の県民税清算払込明細書

区 分

２月までの県

民税市町村民
税の総徴収額

(１)

確 定

（３月３１日）

(２)

２月までの県民

税 払 込 確 定 額

(１)×(２) (３)

２月までの

県民税払込
累 計 額

(４)

払 込

過 不 足 額

(３)－(４) (５)

本月分県民

税市町村民
税総徴収額

(６)

本 月 分 県 民

税 払 込 額

(６)×(２) (７)

払 込 過 不 足

額 を 清 算 し
た 払 込 額
(７)＋(５) (８)

県 民 税

払 込 累 計 額

(４)＋(８) (９)

備 考

税

額

現年課税分（当該年度の収入
となるべき額）

円 円 円 円 円 円 円 円

滞

納

繰

越

分

平成１９年度分以降

平成１８年度分以前

小 計

計

延

滞

金

現年課税分（当該年度の収入

となるべき額）

滞

納

繰

越

分

平成１９年度分以降

平成１８年度分以前

小 計

計

合 計

個人の県民税払込報告書の清算に係る明細は、上記のとおりです。

按
あん

分 率



別
記
様
式
第
二
十
四
号
を
削
る
。

別
記
様
式
第
二
十
五
号
中
「

」
を
「

」
に
改
め
、
同
様
式
を
別
記
様
式
第
二
十
四

号
と
し
、
同
様
式
の
次
に
次
の
二
様
式
を
加
え
る
。

あ
て

先
宛

先



別記様式第二十五号（一）

（３枚目）

領 収 済 通 知 書
◯現

県税 個人県民税現年課税分

払込番号 第 号

（払込者）

市町村長

年 度 県 税 税 目 年 度 調定事由 納税番号

30 33 35 37 44 46

月分
税 額

05
57 円

延 滞 金 06

合 計 11

上記のとおり領収済につき通知します。
（宛先）
埼玉県 県税事務所出納員

埼玉県指定金融機関

（県税保管）

領
収
日
付
印

（２枚目）

払 込 書
◯現

県税 個人県民税現年課税分

払込番号 第 号

（払込者）

市町村長

年 度 県 税 税 目 年 度 調定事由 納税番号

月分

税 額

百 十 億 千 百 十 万 千 百 十 円

延 滞 金

合 計

上記のとおり払い込みます。

埼玉県 県税事務所所管

（金融機関保管）

領
収
日
付
印

（１枚目）

領 収 証 書
◯現

県税 個人県民税現年課税分

払込番号 第 号

（払込者）

市町村長

様

年 度 県 税 税 目 年 度 調定事由 納税番号

月分

税 額

百 十 億 千 百 十 万 千 百 十 円

延 滞 金

合 計

上記のとおり領収しました。

埼玉県 県税事務所

（払込者保管）

領
収
日
付
印



別記様式第二十五号（二）

（３枚目）

領 収 済 通 知 書
◯滞

県税 個人県民税滞納繰越分

払込番号 第 号

（払込者）

市町村長

年 度 県 税 税 目 年 度 調定事由 納税番号

30 33 35 37 44 46

月分
税 額

05
57 円

延 滞 金 06

合 計 11

上記のとおり領収済につき通知します。
（宛先）
埼玉県 県税事務所出納員

埼玉県指定金融機関

（県税保管）

領
収
日
付
印

（２枚目）

払 込 書
◯滞

県税 個人県民税滞納繰越分

払込番号 第 号

（払込者）

市町村長

年 度 県 税 税 目 年 度 調定事由 納税番号

月分

税 額

百 十 億 千 百 十 万 千 百 十 円

延 滞 金

合 計

上記のとおり払い込みます。

埼玉県 県税事務所所管

（金融機関保管）

領
収
日
付
印

（１枚目）

領 収 証 書
◯滞

県税 個人県民税滞納繰越分

払込番号 第 号

（払込者）

市町村長

様

年 度 県 税 税 目 年 度 調定事由 納税番号

月分

税 額

百 十 億 千 百 十 万 千 百 十 円

延 滞 金

合 計

上記のとおり領収しました。

埼玉県 県税事務所

（払込者保管）

領
収
日
付
印



別
記
様
式
第
七
十
九
号
の
注
意
中
６
を
７
と
し
、
５
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

附

則

１

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
九
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

２

こ
の
規
則
に
よ
る
改
正
前
の
埼
玉
県
税
条
例
施
行
規
則
に
定
め
る
様
式
に
よ
る
用
紙
は
、
当

分
の
間
、
所
要
の
調
整
を
し
て
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

６
利

子
等

の
種

別
が

次
の

い
ず

れ
か

に
該

当
す

る
と

き
は

、
そ

れ
ぞ

れ
に

定
め

る
書

類
を

添
付

し
て

く
だ

さ
い

。

⑴
「

１
特

定
公

社
債

以
外

の
公

社
債

の
利

子
」

の
場

合

ア
特

別
徴

収
義

務
者

の
履

歴
事

項
全

部
証

明
書

（
写

し
可

）

イ
社

債
発

行
要

項
又

は
取

締
役

会
議

事
録

等
で

、
次

の
４

項
目

が
確

認
で

き
る

も
の

の
写

し

(
ｱ
)

払
込

期
日

又
は

発
行

年
月

日

(
ｲ
)

利
率

(
ｳ
)

利
息

等
の

支
払

方
法

(
ｴ
)

元
利

金
の

支
払

場
所

⑵
「

４
勤

務
先

預
金

等
の

利
子

」
の

場
合

ア
特

別
徴

収
義

務
者

の
履

歴
事

項
全

部
証

明
書

（
写

し
可

）

イ
貯

蓄
金

（
社

内
預

金
）

の
管

理
規

程
等

で
、

次
の

４
項

目
が

確
認

で
き

る
も

の
の

写
し

(
ｱ
)

制
度

開
始

日

(
ｲ
)

利
率

(
ｳ
)

利
払

方
法

(
ｴ
)

口
座

管
理

及
び

利
払

場
所

ウ
貯

蓄
金

管
理

に
関

す
る

協
定

書
の

写
し

（
労

働
基

準
監

督
署

の
受

領
印

が
あ

る
も

の
に

限
る

。
）
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